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読んで参画！
福祉の

総合情報誌

く ま も と の 「 ふ だ ん の く ら し の し あ わ せ 」 を 協 働 で つ く り ま す

社会福祉法人 熊本県社会福祉協議会
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p6～7 福祉の現場で輝く笑顔

●三和荘通所介護事業所
●三和苑デイサービスセンター

〜
生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
者
か
ら
見
え
る
現
状
〜

今号の表紙は、認知症サポーターをはじめ
とする福祉のイメージカラーともいえる
「オレンジ」と、医療従事者への感謝を表
す色である「青（ブルー）」のグラデーショ
ンで、熊本県をかたどりました。コロナ禍
の一日も早い終息を願っています。

社会福祉法人 真光会

p2～3

p8～9
ボランティアレポート
一般社団法人 日本自動車販売協会連合会熊本県支部
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p10
県社協のトピックス

p12 県社協の事業案内
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昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
よ
り
、
県
内
で
も
累
計
の
感
染
者
数

は
３
、４
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
（
令
和

３
年
３
月
３
日
現
在
）。
そ
う
し
た
中
、
感

染
を
い
か
に
収
束
さ
せ
る
か
と
同
時
に
、
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
生
活
困
窮

者
や
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る

3

3

3

3

3

3

3

3

方
々
の
増
加
で
す
。

　
飲
食
店
の
時
短
要
請
を
始
め
、
感
染
拡
大

を
防
ぐ
た
め
に
行
わ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
自
粛

の
影
響
で
収
入
が
減
少
し
た
り
、
失
業
し
た

り
す
る
人
が
増
え
て
お
り
、
元
々
生
活
に
不

安
の
あ
っ
た
ひ
と
り
親
や
高
齢
者
、
障
が
い

者
な
ど
に
コ
ロ
ナ
禍
が
追
い
打
ち
を
か
け
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
熊
本
県
内
の
感
染
状
況
は
や
や
落

ち
着
き
を
見
せ
、
今
後
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
も

加
速
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
経

済
を
含
め
た
社
会
生
活
が
元
の
状
態
に
戻
る

に
は
相
当
な
時
間
が
か
か
り
、
生
活
困
窮
者

の
問
題
は
今
後
も
増
加
、
長
期
化
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
に
柔
軟
に
対
応
し
、

生
活
困
窮
者
が
生
活
保
護
制
度
に
至
る
前
の

段
階
で
自
立
を
支
援
し
て
い
る
の
が
、「
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
」
で
す
（
平
成
27

年
４
月
施
行
）。

　
同
制
度
の
特
徴
は
、
資
産
・
収
入
に
関
す

る
具
体
的
な
要
件
を
設
け
て
い
な
い
こ
と
で

す
。
つ
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て

「
困
っ
て
い
る
」
と
感
じ
て
い
る
人
で
あ
れ

ば
、誰
で
も
相
談
が
で
き
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ

て
、
生
活
困
窮
者
を
早
め
に
発
見
し
、
制
度

の
は
ざ
ま
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
、
で
き
る
限

り
幅
広
く
対
応
す
る
「
断
ら
な
い
支
援
」
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
出
発
点
と
な
る
自

立
相
談
支
援
機
関
（
主
に
各
市
町
村
社
協
が

そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
）
が
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
の
窓
口
と
な
り
、
そ
の
後
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
他
の
適
切
な
支
援
機
関
に
つ
な
い
だ

り
、
他
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
チ
ー
ム
で
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

急
増
す
る
相
談
者 

複
数
の
課
題
が
複
合
的
に
絡
む

　
コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
、
こ
の
自
立
相
談
支
援

機
関
へ
の
相
談
件
数
が
著
し
く
増
加
し
て
い

ま
す
。
熊
本
市
を
例
に
挙
げ
る
と
、
昨
年
度

（
令
和
元
年
度
）の
生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
の
相
談
者
は
延
べ
３
、５
６
３
人
で
し
た
。

そ
れ
が
、
今
年
度
は
今
年
１
月
時
点
で
す
で

に
２
３
、５
１
１
人
と
６
倍
以
上
に
な
っ
て

お
り
、
今
も
ま
だ
増
え
続
け
て
い
る
状
況
で

す
。
熊
本
地
震
が
発
生
し
た
平
成
28
年
度
で

～
生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
者
か
ら
見
え
る
現
状
～

特集

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
支
援

　昨年 1 月 16 日に国内での初感染者が確認されて以来、1 年以上にわたって続

くコロナ禍。2 度目の緊急事態宣言の解除やワクチン接種の開始など、明るい

兆しも見えるものの、すでにこれまでの自粛生活やそれに伴う経済活動の停滞

で、収入減、失業などさまざまな影響を受けている方も少なくありません。コ

ロナ禍の影響を受けている方々の現状や、今後の生活困窮者支援のあり方など

について、熊本市生活自立支援センター長の上田浩之さんに話を聞きました。

長期化するコロナ禍の影響

包括的かつ幅広い支援が必要

社会福祉法人 熊本市社会福祉協議会
熊本市生活自立支援センター

上
かみ

田
た

 浩
ひろ

之
ゆき

 さんセンター長

1994（平成６）年に熊本市社会福祉協議会入職。現在、
熊本地震の被災者や生活困窮者の相談支援を担当。
社会福祉学修士。専門は地域福祉、生活問題。

経歴
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特
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さ
え
、
相
談
者
の
数
が
４
、０
０
０
人
程
度

だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
が
い
か
に

大
変
な
人
数
か
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。

　
相
談
者
の
主
訴
（
抱
え
て
い
る
課
題
）
の

傾
向
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
変
わ
ら
ず
「
滞

納
・
債
務
」「
就
職
活
動
・
定
着
困
難
」「
住

ま
い
不
安
定
」
の
３
つ
が
上
位
を
占
め
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
社
会
全
体
が
不
安
に
包
ま

れ
て
い
る
現
在
の
状
況
を
反
映
し
て
、「
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
に
関
す
る
相
談
が
増
加
傾

向
に
あ
り
、
上
位
３
つ
の
課
題
に
次
ぐ
件
数

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
相
談
者
の
抱
え

る
課
題
は
一
つ
だ
け
で
な
く
、
複
数
で
あ
る

ケ
ー
ス
が
大
半
で
、
特
に
上
位
３
つ
の
課
題

が
複
合
的
に
絡
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
下
の
図
１
に
も
あ
る
通
り
、
生
活

困
窮
の
お
そ
れ
が
あ
る
人
は
、
す
で
に
何
ら

か
の
支
援
を
受
け
、
困
窮
度
合
い
が
顕
在
化

し
て
い
る
場
合
だ
け
で
な
く
、
課
題
を
抱
え

て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
が
周
囲
に
は
見
え

に
く
く
潜
在
化
し
て
い
る
場
合
（
ひ
き
こ
も

り
を
含
む
長
期
失
業
、
国
民
健
康
保
険
料
滞

納
等
）
も
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
実

際
の
支
援
で
は
、
こ
の
２
つ
の
視
点
で
相
談

者
の
課
題
を
ト
ー
タ
ル
に
捉
え
て
い
く
こ
と

が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

増
え
る
働
き
盛
り
の
生
活
困
窮
者 

各
種
支
援
制
度
を
拡
充

　

現
在
、
自
立
相
談
支
援
機
関
に
お
い
て
、

生
活
に
困
窮
す
る
方
々
に
対
し
て
行
っ
て
い

る
支
援
の
一
つ
が
、
生
活
福
祉
資
金
借
受
世

帯
の
支
援
で
す
。
生
活
福
祉
資
金
は
「
緊
急

小
口
資
金
」
と
「
総
合
支
援
資
金
」
の
特
例

貸
付
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
長
引
く
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
特
に
総
合
支
援
資
金
の
相
談

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
主
に
失
業
さ
れ
た
方
な
ど
に
生
活
再
建
ま

で
の
間
に
必
要
な
生
活
費
を
貸
し
付
け
る

「
総※
１

合
支
援
資
金
」
の
特
例
貸
付
は
、
本
来

１
回
の
み
で
し
た
が
、
今
年
２
月
に
は
、
す

で
に
貸
付
が
終
了
し
た
方
を
対
象
に
再
貸
付

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
賃
貸
ア
パ
ー
ト
の

家
賃
を
払
え
ず
住
居
を
失
う
お
そ
れ
が
あ
る

方
な
ど
に
向
け
た
「
住※
２
居
確
保
給
付
金
」
に

つ
い
て
も
、
今
年
１
月
か
ら
最
長
12
カ
月
ま

で
延
長
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
各
種
支
援
制
度
の
拡
充
や
期
間

延
長
の
必
要
性
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
熊
本

市
生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
両
制
度
の

相
談
者
は
、
職
業
が
「
無
職
」
と
い
う
方
が

増
え
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
20
～
50
代
の
い

わ
ゆ
る
“
働
き
盛
り
”
の
世
代
で
仕
事
を
探

し
た
い
（
ま
た
は
探
し
て
い
る
）
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
収
入
の
見
込
み
も
な
い
ま
ま
職
が

な
い
と
い
う
状
況
が
長
期
化
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

精神的な病気

電気・ガス料金滞納

転職を繰り返す

アパート家賃滞納

長期失業
（ひきこもり含む）

健康保険証なし
（国民健康保険料滞納）

市県民税滞納
（差押え）など

図 1 生 活 困 窮 の お そ れ が あ る 人 と は

顕 在 化 潜 在 化

　生活福祉資金貸付制度の一つ。
　新型コロナウイルス感染症の影響によって休業や失業状態などになり、収
入が減少して生活資金が不足する方へ、無利子・保証人不要の特例貸付を実施。
　生活再建までの間に必要な生活費用として、単身世帯で月15万円以内、２
人以上の世帯で月20万円以内を原則３か月以内貸付け。

生活保護廃止・
相談のみ

低年金
（年金担保あり）

※１　総合支援資金 ※２　住居確保給付金
　生活困窮者自立支援制度の一つ。
　離職・廃業から2年以内の方、または休業等により収入が減少し、離職・廃業と同
程度の状況にある方へ、市町村ごとに定める額を上限に実際の家賃額を原則３か月間
支給。
　「世帯収入や預貯金額が各市町村で定める基準を超えていないこと」や、「求職活動
を行うこと」などが要件となる。

児童扶養手当

医療費が払えない
（窓口負担・手控え）

就学援助
授業料・給食費滞納

介護保険給付制限
（保険料滞納）

携帯電話料金滞納 介護サービスの
利用料滞納
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コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
、
や
は
り
多
く
の
失
業
者

や
生
活
困
窮
者
を
生
ん
だ
の
が
平
成
20
年
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
で
す
が
、
こ
の
時
は
製
造

業
な
ど
、
大
き
な
影
響
を
受
け
た
業
種
は
限

定
的
で
し
た
。
し
か
し
今
回
は
、職
種
や
年
齢
、

国
籍
な
ど
を
問
わ
ず
、
幅
広
い
層
が
生
活
の

危
機
に
直
面
す
る
と
い
う
、
稀
に
み
る
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
早
急
な
回
復
・
改
善

は
難
し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
国
は
、
社
会
保
険
制
度
や
労
働

保
険
制
度
（
第
１
の
ネ
ッ
ト
）、
求
職
者
支

援
制
度
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
（
第

２
の
ネ
ッ
ト
）、最
後
に
生
活
保
護
制
度
（
第

３
の
ネ
ッ
ト
）
と
い
う
３
層
か
ら
な
る
重
層

的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
、
生
活
困
窮
者

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
で
失
業
者
を
は
じ
め
と

す
る
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
の
急
増
を
受

け
、
図
２
に
も
あ
る
よ
う
な“
コ
ロ
ナ
ネ
ッ

ト
”と
も
い
え
る
新
た
な
支
援
制
度
を
設
け

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
よ
る
家
賃
支
援

や
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
に
よ
る
生
活
費

支
援
の
拡
充
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
生
活
困
窮
者
が
生
活
保
護
に
至

る
手
前
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
大
幅
に
拡

充
し
た
効
果
か
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
生

活
保
護
の
申
請
数
は
、
昨
年
と
比
べ
て
ほ
ぼ

横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今

後
は
図
３
に
も
あ
る
よ
う
に
、
各
種
給
付
金

の
申
請
や
貸
付
の
期
限
が
切
れ
始
め
る
た
め
、

そ
れ
を
境
に
生
活
保
護
の
申
請
数
が
増
え
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、現
状
で
は“
そ

の
後
”
の
状
況
に
対
応
す
る
対
策
の
見
通
し

が
立
っ
て
お
ら
ず
、
国
や
各
自
治
体
の
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
立
相
談
支
援
機
関
を
「
中
核
」
に
し
た 

生
活
困
窮
者
の
生
活
再
建
を
支
え
る
仕
組
み
を

　
そ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
複
数
の
生
活
問

題
を
抱
え
る
相
談
者
一
人
一
人
に
合
っ
た
包

括
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
ま

ず
は
自
立
相
談
支
援
機
関
が
支
援
の「
中
核
」

に
な
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
制
度
が
始
ま
る
前
の
生
活

困
窮
者
に
対
す
る
支
援
は
、
家
賃
支
援
や
生

活
費
の
貸
付
と
い
う
バ
ラ
バ
ラ
の
給
付
型
支

援
が
中
心
で
し
た
が
、
制
度
ス
タ
ー
ト
後
は
、

こ
れ
に
「
家
計
改
善
支
援
事
業
」
や
「
就
労

準
備
支
援
事
業
」
な
ど
の
新
た
な
“
武
器
”

が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
従
来
の
支
援
と
の
相

乗
効
果
が
生
ま
れ
、
よ
り
相
談
者
本
人
の
状

況
に
応
じ
た
支
援
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
相
乗
効
果
を
生
む
た
め
に
は
、

生
活
困
窮
者
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
自

立
相
談
支
援
機
関
が
、各
種
の
支
援
施
策（
武

職
種
・
年
齢
を
問
わ
ず
幅
広
い
層
に
広
が
る
影
響

他
制
度
・
機
関
と
も
連
携
し
、
き
め
細
か
な
対
応
を

図２　生活困窮者に対する重層的なセーフティネット
従来行ってきた第 1 ～ 3 のネットによる支援に加え、コロナ禍では新たなネットを設けることで、
より重層的な支援によって生活に困窮する方々を支える必要があります。

生活保護制度 ・最低生活の保障
・自立の助長

●求職者支援制度
　　  （平成23年10月～）

●生活困窮者自立支援制度
・住居確保給付金
・生活福祉資金など

《個人向け》
● 10 万円の特別定額給付金
●ひとり親への生活支援給付金 など

《事業者向け》
●事業者への持続化給付金
●パート・アルバイトへの休業支援金 など

●社会保険制度 ●労働保険制度

第 3 の
ネット

第 2 の
ネット

コロナ
ネット

第 1 の
ネット

「
第
２
の
ネ
ッ
ト
」
の
段
階
で
食
い
止
め
る
こ
と
が
重
要

4



特
集 コロナ禍における生活困窮者支援

総合支援資金の相談事例

コロナ禍の生活困窮の特徴の一つは、家庭内の複数の働き手が同時に減収する「一家まる
ごと」型の事例が多いことです。

コロナ禍の生活困窮の特徴の一つは、家庭内の複数の働き手が同時に減収
する「一家まるごと」型の事例が多いことです。

Ａさん 給付と就労支援が
一体となった支援策

正社員としてタクシー
会社に勤務。父子家庭
で30代の長男と同居。

・住居確保給付金
・総合支援資金
・ダブルワークの 
　就労支援

■雇用調整助成金からの補てんなし
■休業支援金の利用なし
■Ａさんの繰り上げ年金が唯一の固定収入で、

上乗せ部分の給与収入が親子ともに減収
■緊急小口資金と総合支援資金の貸付金で補う
■転職するためのまとまった貯蓄がない
■家賃滞納　　など

（60代・男性）

典 型 的 な 相 談 事 例

失業、減収、病気など、さ
ま ざ ま な 事 情 に よ っ て、
徐々に生活が困窮していく
段階を「落層」と呼びます。

　これまでも不況時にこうした落層の状態に陥るケースはありましたが、今回のコロナ禍では、その落ち方のスピー
ドが類を見ないほど早いことが特徴です。「誰も頼れる人がいない」という状態になる前に、手を差し伸べ自立支
援を行うことが重要です。

出典／生田武司著「貧困を考えよう」（岩波ジュニア新書、2009年）

失
業
・
減
収
・
病
気

緊
急
の
各
種
給
付
金
切
れ

雇
用
保
険
切
れ

貯
金
切
れ

家
賃
切
れ 頼

れ
る
人
が

い
な
く
な
っ
た

落 層 の
イ メ ー ジ

図３

ホームレス（野宿）の状態

仕
事
を
し
て
い
て
家
も
あ
る
状
態

コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
こ
の
状
況
の
人
が

増
加
し
て
い
る

器
）
を
使
い
こ
な
す
“
水
先
案
内
人
”
と
な

り
、
関
係
機
関
と
の
連
携
や
そ
れ
ぞ
れ
の
施

策
を
結
び
付
け
る
中
核
的
役
割
を
担
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
で
き
れ
ば
、
相
談
者

を
生
活
保
護
状
態
に
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の

手
前
か
ら
生
活
を
リ
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
生
活
困
窮
者
の

急
増
で
、
自
立
相
談
支
援
機
関
が
果
た
す
役

割
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
に
重
要
性
を

増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ
を
機
に
、
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
策
を
よ
り
効
果
的
に
使
い
こ
な
す
た
め

に
、
事
業
関
係
者
（
関
連
事
業
の
受
託
事
業

者
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
）
だ
け
で
な
く
、
他

の
関
係
部
署
・
機
関
（
微
収
部
門
、
民
生
委

員
等
）
に
も
連
携
を
広
げ
た
、
包
括
的
か
つ

一
体
的
な
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
支
援
会
議

等
）
を
構
築
し
、
そ
う
し
た
会
議
体
を
“
当

た
り
前
”
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。　

　
生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
活
に

困
窮
す
る
方
々
が
再
び
自
立
で
き
る
よ
う
、

今
後
も
支
援
相
談
窓
口
と
し
て
し
っ
か
り
と

役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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熊本市西区城山大塘4-1-15

　平成5年に設立された社会福祉法人真光会。特別養護老人ホームや通所
介護事業所（デイサービス）などを運営する高齢者総合福祉施設三和荘と、デ
イサービスセンターやグループホームを運営する高齢者福祉事業所「三和苑」

「出水」の3つの拠点を展開しています。

　今回の「福祉の現場で輝く笑顔」は、

熊本市西区の社会福祉法人 真光会の

三和荘通所介護事業所に勤める中津

慎吾さんと、同法人の三和苑デイサー

ビスセンターに勤める泉宣行さんに

オンラインで取材。高齢者福祉の現場

での働きがいや仕事の魅力に加え、コ

ロナ禍での利用者への対応の難しさ

などについても聞きました。

社会福祉法人 真光会

三和荘通所介護事業所
三和苑デイサービスセンター

笑顔輝輝くく福祉の現場で
このコーナーでは、さまざまな福祉の職場を訪ね、その現場で働く皆さんの“生の声”をお届けします。福祉の職場の

実情や、現場職員の仕事に対するやりがい・向き合い方など、ぜひ参考にしてください。

　
三
和
荘
通
所
介
護
事
業
所
で
は
、
作
業

療
法
士
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
踏
ま

え
た
在
宅
で
の
介
護
環
境
改
善
や
脳
ト
レ

ア
プ
リ
の
活
用
な
ど
、
質
の
高
い
ケ
ア
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
私
は
、
管

理
者
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
や
教
育
に

あ
た
る
だ
け
で
な
く
、
入
浴
介
助
な
ど
の

現
場
の
仕
事
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
福
祉
の
道
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
、

幼
児
虐
待
な
ど
に
関
心
が
あ
り
、「
児
童
養

護
施
設
で
働
き
た
い
」
と
思
っ
た
の
が
始

ま
り
で
す
。
大
学
で
福
祉
を
学
び
、
障
が

い
者
施
設
に
勤
め
、
現
在
の
職
場
に
移
っ

て
９
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
私
は
歴
史
が
と
て
も
好
き
な
の
で
、
利

用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
昔
の
話
を
聞
け
る
の

が
う
れ
し
く
、
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
が
で

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ん
の
若
い
頃

の
話
を
聞
く
こ
と
は
、
そ
の
方
の
人
と
成

り
を
理
解
す
る
こ
と
に
通
じ
る
の
で
、
で

き
る
だ
け
多
く
会
話
す
る
よ
う
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
一
方
で
、
管
理
者
と
い
う
立
場
上
、
利

用
者
に
も
ス
タ
ッ
フ
に
も
事
故
の
な
い
よ

う
、
安
全
第
一
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、ス
タ
ッ
フ
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を“
伝

え
る
”
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
い
か
に

分
か
り
や
す
く
か
み
砕
い
て
言
葉
を
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
す
る
か
に
腐
心
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

自
分
の
成
長
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
福
祉
の
仕
事
は
、「
使
命
感
を
持
っ
て
い

な
い
と
務
ま
ら
な
い
の
で
は
」
と
考
え
る

人
も
多
い
の
で
す
が
、
私
は
例
え
明
確
な

目
標
が
な
く
、「
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み

る
」
で
も
十
分
だ
と
思
い
ま
す
。
資
格
な

ど
も
働
き
な
が
ら
取
れ
ま
す
し
、
徐
々
に

や
り
が
い
や
楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
私
自
身
の
経
験
か
ら
実
感
し

て
い
ま
す
。
何
よ
り
、
介
護
の
職
場
で
働

く
人
た
ち
は
優
し
い
人
が
多
く
、
恵
ま
れ

た
職
場
環
境
の
中
で
働
く
こ
と
が
で
き
る

の
も
魅
力
で
す
。

「とりあえずやってみる」でも十分。恵まれた職場環境も魅力

利用者とともに脳トレの活動に取り組む中津さん

三和荘
通所介護事業所

［管理者・主任］

中津慎吾 さん

☎096-329-6500（三和荘）
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三
和
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、

他
の
施
設
と
異
な
り
男
性
利
用
者
が
多
い

の
が
特
長
で
す
。
利
用
者
の
趣
味
・
嗜
好

に
合
わ
せ
た
“
ク
ラ
ブ
活
動
”
も
盛
ん
で
、

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
、YouTube
鑑
賞
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
囲
碁
・
将
棋
な
ど
が

あ
り
、
お
一
人
お
一
人
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
大
学
卒
業
後
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
三
和
荘
で
働
き
始
め
、
現
在
14
年

目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
高
校
時
代
、
あ
ま

り
や
り
た
い
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

祖
父
が
倒
れ
て
足
が
不
自
由
に
な
り
、
私

が
散
歩
や
入
浴
な
ど
の
介
助
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
時
、
祖
父
が
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
通
っ
て
い
て
、「
自
分
も
こ
ん
な
仕
事

が
し
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
勉
強

を
始
め
た
の
が
、
福
祉
の
仕
事
に
就
い
た

き
っ
か
け
で
す
。

　
高
齢
者
の
方
を
相
手
に
す
る
仕
事
な
の

で
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
り
入
院
さ
れ

た
り
す
る
時
は
、
淋
し
さ
や
辛
さ
を
感
じ

ま
す
。
そ
の
一
方
で
普
段
、
ご
利
用
者
の

皆
さ
ん
と
接
し
て
い
る
と
自
然
と
笑
顔
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
が
自
分

に
と
っ
て
の
や
り
が
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
職
場
で
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切

に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
反
面
、
管
理
者

と
し
て
ス
タ
ッ
フ
と
の
適
切
な
距
離
感
を

保
つ
必
要
も
あ
り
、
難
し
さ
を
感
じ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
加
え
て
、昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
も
、現
在
の
介

護
事
業
所
に
と
っ
て
、大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。当
施
設
で
も
、
熊
本
市
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を

施
し
、利
用
者
に
も
ス
タ
ッ
フ
に
も
感
染
者

を
出
さ
な
い
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
「
き
つ
い
」「
大
変
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

の
あ
る
介
護
や
福
祉
の
仕
事
で
す
が
、
近

年
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
な
ど
で
効
率
化
や
負

担
軽
減
が
進
ん
で
い
て
、
今
後
も
発
展
の

可
能
性
が
あ
る
業
種
だ
と
思
い
ま
す
。
利

用
者
一
人
一
人
と
向
き
合
い
、
共
に
笑
い
、

悩
み
な
が
ら
時
間
を
共
有
で
き
る
喜
び
は

何
物
に
も
代
え
難
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ICT 導入などで職場環境も改善。より魅力的な仕事に

利用者と制作活動中の泉さん

三和苑
デイサービスセンター

［管理者・主任］

泉　宣行 さん

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検 索

令和３年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、サイバー保険、普通傷害保険、
労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

施設利用者の補償プラン 22
施設職員の補償プラン33
社会福祉法人役員等の補償プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

基
本

補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

身体賠償（１名・１事故）

基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）

2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円

35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

100名以降1名～10名増ごと200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のために！事故・紛争円満解決のために！
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た

　

　
　
　
　と

　

　
　
　
　
　
　

で
す
。

　
　
　
　
　

充
実
し
た
補
償

割
安
な
保
険
料

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

〈SJ20-12299 2020.12.28作成〉

笑顔輝輝くく福祉の現場で
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ボランティアレポート
毎号、市町村社協やボランティア団体、住民との協働による

生活支援サービスの活動事例や、ボランティアへの思いなどをレポートします。

地域福祉
活動団体の
紹介

☎ 096-365-0638
設立 / 昭和23年４月　　会員数 /33社　　会長 / 齊藤直信

協定によって災害発生時における

▲「災害時にはボランティアの力が欠かせない」と豪雨災害発生当時を振り返る松本専務理事

問い合わせ先

一般社団法人 日本自動車販売協会連合会熊本県支部

熊本県自動車販売店協会

「
一
般
社
団
法
人
日
本
自
動
車
販
売
協
会
連

合
会
熊
本
県
支
部
（
以
下
、
自
販
連
熊

本
）」、「
熊
本
県
自
動
車
販
売
店
協
会
（
以

下
、
自
動
車
販
売
店
協
会
）」
は
、
会
員
販

売
店
（
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
）
の
経
営
の

安
定
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
に
密
着

し
た
公
益
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令

和
３
年
２
月
に
県
社
協
と
締
結
し
た
協
力

協
定
に
つ
い
て
、
専
務
理
事
を
務
め
る
松

本
伸
二
さ
ん
、
事
務
局
長
の
羽
田
野
晃
央

さ
ん
、
総
務
課
課
長
の
住
本
未
佳
さ
ん
に

聞
き
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
実
な
輸
送
が

　
被
災
地
へ
の
効
率
的
な
支
援
に

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
発
生

後
、
被
害
が
あ
っ
た
地
域
に
は
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
以
下
、
ボ
ラ
セ
ン
）

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
被
害
が

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

ボ
ラ
セ
ン
か
ら
各
支
援
現
場
へ
行
く
に
も
、

距
離
の
遠
さ
や
道
路
環
境
の
劣
悪
さ
か
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輸
送
も
思
う
よ
う
に
い

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
自
動
車
販
売

店
協
会
で
は
、
県
社
協
か
ら
の
車
両
支
援

要
請
を
受
け
、
令
和
２
年
７
月
22
日
に
、

会
員
販
売
店
へ
向
け
て
支
援
協
力
の
要
請

を
行
い
ま
し
た
。

　
松
本
専
務
理
事
は
「
会
員
販
売
店
の
ほ

と
ん
ど
が
人
吉
市
に
支
店
を
持
っ
て
い
て
、

店
の
車
が
流
さ
れ
た
り
、
お
客
様
の
代
車

手
配
な
ど
に
追
わ
れ
大
変
で
し
た
。
そ
う

し
た
状
況
の
中
で
も
、
要
請
に
協
力
い
た

だ
け
た
こ
と
は
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す

ね
」
と
、
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
７
月
か
ら
12
月
ま
で
、
人
吉
市
、
球
磨

村
、
相
良
村
、
八
代
市
、
芦
北
町
、
南
小

国
町
の
各
ボ
ラ
セ
ン
へ
、
会
員
販
売
店
８

社
か
ら
延
べ
18
台
の
車
両
を
無
償
貸
与
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輸
送
や
活
動
資
機
材
の

運
搬
に
活
躍
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
２
月

現
在
も
、
２
台
の
車
両
が
人
吉
市
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
動
と
被
災
地
の
復
旧
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
自
動
車

販
売
店
協
会
と
県
社
協
と
の
間
で
、
令
和

３
年
２
月
12
日
に
協
力
協
定
を
締
結
。
熊

本
県
内
に
お
い
て
大
規
模
な
地
震
や
風
水

スピード感ある対応を可能に

▲無償貸与された電気自動車が、電気の確保が困難な場所での
電源として活躍
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局
熊
本
運
輸
支
局
、
一
般
社
団
法
人
日
本

自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
熊
本
支
部
と
連

携
し
、
会
員
販
売
店
向
け
の
「
交
通
安
全

の
集
い
」
や
、
県
民
向
け
の
サ
ポ
カ
ー

（
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
）
体
感
試
乗
会

な
ど
を
開
催
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
熊
本
支
部
が
展
開
し
て

い
る
「
横
断
歩
道
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
」

に
賛
同
し
、
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で

の
歩
行
者
優
先
の
意
識
を
高
め
、
歩
行
者

が
安
全
に
道
路
を
横
断
で
き
る
環
境
を
つ

く
る
運
動
を
、
す
べ
て
の
会
員
販
売
店
と

と
も
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
松
本
専
務
理
事
は
「
今
後
も
、
こ
う
し

た
連
携
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
・
強
化

し
な
が
ら
、
県
内
全
域
で
の
交
通
環
境
の

向
上
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
脱
炭
素

社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
協

議
し
、実
行
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
す
。

害
等
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、

県
内
の
市
町
村
社
協
が
設
置
す
る
ボ
ラ
セ

ン
の
迅
速
か
つ
効
率
的
な
運
営
を
支
援
す

る
た
め
に
、
車
両
の
無
償
貸
与
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
医
療
従
事
者
へ
の
車
両
提
供
で

　
移
動
に
対
す
る
不
安
を
サ
ポ
ー
ト

　
豪
雨
災
害
時
の
ボ
ラ
セ
ン
へ
の
車
両
貸

与
に
際
し
て
は
、
令
和
２
年
６
月
か
ら
実

施
し
て
い
る
医
療
関
係
機
関
へ
車
両
を
無

償
で
貸
し
出
す
「
移
動
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
前
例
が
あ
り
ま
し
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
、
県
の
医
療

関
係
機
関
に
対
し
て
、
医
療
従
事
者
の
移

動
の
不
安
や
不
便
を
解
消
し
、
側
面
か
ら

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

「
こ
の
時
に
も
会
員
数
社
か
ら
車
両
提
供

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
豪
雨
災
害

時
の
追
加
提
供
の
依
頼
に
も
快
く
応
じ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
松
本
専
務
理
事
。

地
域
や
社
会
に
貢
献
す
る
活
動
が
、
会
員

販
売
店
と
の
連
携
を
よ
り
強
固
な
も
の
に

し
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
が

　
よ
り
安
心
・
安
全
な
交
通
環
境
へ

　
こ
れ
ま
で
、
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
車

両
支
援
や
イ
ベ
ン
ト
時
の
売
上
の
一
部
を

熊
本
城
復
興
支
援
金
と
し
て
寄
附
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
益
活
動
を
行
っ
て
き

た
自
動
車
販
売
店
協
会
。
令
和
２
年
11
月

開
催
の「
新
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
合
同
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」で
は
、売
上
の
一
部（
３
５
０
万

円
）を
、令
和
２
年
７
月
豪
雨
被
災
地
の
復

興
支
援
の
た
め
に
、県
へ
寄
附
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
熊
本
県
警
察
本
部
、
九
州
運
輸

速
や
か
な
「
車
両
の
確
保
」
が

一
日
も
早
い
被
災
地
の
復
旧
へ
つ
な
が
る

▲左から自動車販売店協会の桑原次長、住本課長、羽田野事務
局長

▲自販連熊本の坂田信治副支部長（左）より蒲島郁夫知事へ寄附金を
贈呈

福祉車両割引

熊本県火災共済協同組合

熊本市中央区安政町3-13（熊本県商工会館5F）
TEL:096-325-3411

（社福）熊本県社会福祉協議会
TEL:096-324-5454

本部 お問合せ、お申込みは…

ご本人（記名被共済者）、配偶者、同居
のご親族のどなたかが障がい者の認
定を受けているご家庭の契約の場合。
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T O P I C S

�
DKエルダーシステムは、音楽療法や医学、体育学などの研究機関や
さまざまな専門家の協力により開発運営されています。
また、東北福祉大学との共同研究の調査結果では、施設における
DKエルダーシステムの導入が介護予防に効果的であると報告されました。

音楽
を使う

体
を使う

目
で観る

懐かしの映像や歌に体操や踊りをあわせて、
「音楽」「体操」「映像」の３つのプログラムで健康をサポート！

〈SJ20-12303　2020.12.28 作成〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

地域福祉活動やボランティア活動の一環として行われる各種行事におけるケガや賠償責任を補償！

送迎サービス補償（傷害保険）

送迎・移送サービス中の自動車事故など
によるケガを補償！

福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

ヘルパー・ケアマネジャーなどの活動中の
ケガや賠償責任を補償！

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケガの補償

賠償責任の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン
保険金の種類 基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円

1,040万円（限度額）
6,500円

350円 500円

65,000円

32,500円
4,000円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

通院保険金日額
地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術保険金

団体割引 20％適用済／過去の損害率による割増引適用

＜基本プランに加入される方へ＞
基本プランでは、地震・噴火・津波が起因する死傷は補償されません。
◆災害ボランティア活動の参加は、「天災・地震補償プラン」への加入をおすすめします。
※被災地でのボランティア活動では、予測できない様々な事態が想定されます。二次被害への備えとしても、あらかじめ
「天災・地震補償プラン」に加入いただきますと、より安心してボランティア活動に参加いただけます。

●この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、パンフレット・詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
受付時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラ

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

令和３年度

県社協への寄附御礼
令和２年７月豪雨災害で被災された方々や災害ボランティア活動の支援
のため、また、社会福祉事業推進のためにと、多額のご寄附をいただき
ました。ここに深く感謝申し上げます。ご芳志に沿うよう、今後とも社会
福祉事業の推進に努めて参ります。

「ボランティア活動支援金」が役立てられています！

　県社協では、令和２年７月豪雨災害に伴い「ボ
ランティア活動支援金」の募金を行い、多額の御
寄附をいただきました。同支援金は、被災地の各
社協が運営する「災害ボランティアセンター」で、
ボランティア活動に必要な資機材や消耗品、車両
の調達などに役立てられています。
　被災地では、令和３年３月１日現在、３カ所（八
代市、人吉市、球磨村）の災害ボランティアセン
ターで活動が続けられています。引き続き、皆さ
まのご支援・ご協力をお願い申し上げます。

受付〈令和2年11月1日～令和3年3月31日〉※順不同

◆(株)テレビ熊本 様
◆(福)大阪府社会福祉協議会 様
◆市原 ソイ 様
◆鹿児島県立鶴丸高等学校 生徒会 様
◆河喜多 保憲 様
◆熊本県精神保健福祉士協会 様

◆ケアハウスゆいの家 様
◆江東区職員労働組合 様
◆塚原 茂彦 様
◆東京エレクトロン九州(株) 様
◆明治安田生命保険相互会社 様
◆江口 俊治 様

■ボランティア活動支援金に関する
　お問い合わせ

　熊本県社会福祉協議会地域福祉部 
　ボランティアセンター
　☎ 096-324-5436 ／ FAX.096-324-5427

　熊本県社会福祉協議会では、地域福祉
の推進に必要な財源として、本会の活
動・事業に賛同し応援してくださる全国
の皆様や企業・団体様からの寄附金を受
け付けております。ご寄附いただきまし
た浄財は、本会が実施する事業や本県内
の福祉団体、ボランティア団体等への支
援に活用させていただきます。この機会
に、社会貢献としてご一考くだされば幸
いです。

寄附のお願い

活動に必要な資機材などの一例

土砂の撤去に使用するスコップなど

ボランティアの送迎や資機材の運搬に
必要な車両

炎天下の活動での熱中症を防ぐための
水やスポーツドリンク

トイレの確保が難しい山間地域で活躍
しているトイレカー
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〈SJ20-12303　2020.12.28 作成〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

地域福祉活動やボランティア活動の一環として行われる各種行事におけるケガや賠償責任を補償！

送迎サービス補償（傷害保険）

送迎・移送サービス中の自動車事故など
によるケガを補償！

福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

ヘルパー・ケアマネジャーなどの活動中の
ケガや賠償責任を補償！

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケガの補償

賠償責任の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン
保険金の種類 基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円

1,040万円（限度額）
6,500円

350円 500円

65,000円

32,500円
4,000円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

通院保険金日額
地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術保険金

団体割引 20％適用済／過去の損害率による割増引適用

＜基本プランに加入される方へ＞
基本プランでは、地震・噴火・津波が起因する死傷は補償されません。
◆災害ボランティア活動の参加は、「天災・地震補償プラン」への加入をおすすめします。
※被災地でのボランティア活動では、予測できない様々な事態が想定されます。二次被害への備えとしても、あらかじめ
「天災・地震補償プラン」に加入いただきますと、より安心してボランティア活動に参加いただけます。

●この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、パンフレット・詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
受付時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラ

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

令和３年度
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県社協の事業案内

〒860-0842  熊本市中央区南千反畑町３番７号　熊本県総合福祉センター内
TEL.096-324-5454　FAX.096-355-5440
          http://www.fukushi-kumamoto.or.jp 
●発行：令和３年３月31日

相談は無料です

福祉の仕事サポートします！

地域福祉権利擁護事業で、
暮らしの安心をお手伝い

TEL. 096-324-5474（直通）
お問い
合わせ

※またはお住まいの市町村社会福祉協議会まで

1 回 1 時間あたり900円程度です。（お住まいの市町村によって異なります）
利用料

■社会保険労務士 第１月曜日  午後１時30 分～
■公認会計士 第２火曜日  午後１時～
■弁護士 第３火曜日  午後１時30 分～

お問い
合わせ

経営相談をご活用ください

（※予約が必要です）

web

　毎月 1 回（定例日）、専門の相談員が社会福祉法人や社会福祉
施設からの経営相談に応じています。また、緊急な場合は、電話
やメールでの迅速な対応も可能です。ぜひご活用ください。

ご利用できる方
認知症・知的障がい・精神障がいなどにより、判断能力が低下して
おられる方で、日常生活に不安のある方などです。
サービスの主な内容
■福祉サービスが安心して利用できるようにお手伝いします
■毎日の暮らしに欠かせないお金の出し入れをお手伝いします。
■大切な通帳・印かん・証書などを、安全な場所でお預かりします。

来所相談日

TEL. 096-324-5465（直通）
FAX. 096-355-5440

TEL. 096-322-8077（直通）
FAX. 096-324-5464

お問い
合わせ

福祉サービスに関する苦情など
お気軽にご相談ください。

相談は無料です・秘密は守ります 午前9時～午後5時まで
（土・日・祝日は除く）

　福祉サービスに関する苦情や相談は、事業所内にある
苦情受付窓口で受け付けています。しかし、解決できな
かったり、直接、言いにくい場合は、「熊本県運営適正化
委員会」へお気軽にご相談ください。利用者本人や家族、
代理の方でも相談できます。

TEL:096-324-5471（専用）
FAX:096-355-5440

熊本県運営適正化委員会

福祉専門の無料職業紹介所

お問い
合わせ

地域福祉権利擁護センター社会福祉法人経営相談室

熊本県福祉人材・研修センター
（熊本県総合福祉センター４階）

や など介護 保育

知りた
い

働きたい
体験したい

社会福祉法人

熊本県社会福祉協議会


